
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

理 科 生 物 ３ ３－１、３－A（理系） 

１．学習の到達目標 

生物基礎の知識を再確認させ、自然の事物、現象に関する観察や実験などを通してそれぞれの現象について
理解させる。さらに、人間と自然とのかかわりについて考察させて自然に対する総合的な見方や考え方も養
う。また、伴性遺伝等の学習を通して人権の考え方を養う。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

・生命現象と物資 
生体物質と細胞 
生命現象を支えるタンパク質 
代謝とエネルギー 

・遺伝子のはたらき 
遺伝情報の発現 

細胞小器官どうしのかかわりを知る 
タンパク質の構造を理解し、生命現象とタンパク質の
関係を知る 
呼吸・光合成について理解する 
 
ＤＮＡの複製、遺伝情報の転写・翻訳について理解す
る 

２

学

期 

・遺伝子のはたらき 
遺伝子の発現調節 
バイオテクノロジー 

・生殖と発生 
生物の生殖と配偶子の形成 
動物の発生 
発生をつかさどる遺伝子 
植物の発生 

・生物の環境応答 
動物の刺激の受容と反応 
動物の行動 
植物の環境応答 

転写開始の調節についての理解をする 
遺伝子の情報を読む方法を理解し、目的の遺伝子を増
やす方法があることを知る 
 
減数分裂による遺伝的な多様性を理解する 
遺伝子の連鎖と組換えを理解する 
発生のしくみを理解する 
 
 
刺激の受容から反応への情報の流れを理解する 
ニューロンの性質と興奮のしくみを知る 
環境に応じた植物のはたらきを知る 

３

学

期 

・生物の進化と系統 
生命の起源と生物の変遷 
進化のしくみ 

・生態と環境 
個体群と生物群集 
生態系の物質生産とエネルギーの流れ 
生態系と生物多様性 

生命の起源から生物・人類の変遷を知る 
進化を理解する 
 
個体群の構造の理解をする 
個体間の相互作用を知る 
生態系の構造とエネルギーの流れを知る 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 考査、平常点等による評価 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

自然の事物・現象に関
心をもち、意欲的にそ
れらを探究するとと
もに、科学的態度を身
に付けている。 

観察・実験などを通し
て、自然の事物・現象
の中に問題を見いだ
し、事象を実証的、論
理的に考えたり、分析
的、総合的に考察した
りするとともに、事実
に基づいて科学的に
判断する。 

観察・実験の技能を習
得するとともに、自然
の事物・現象を科学的
に探究する方法を身
に付け、それらの過程
や結果を的確に表現
する。 

基礎知識として、生物
基礎の学習内容が身
についている。 
復習観察・実験などを
通して自然の事物・現
象についての基本的
な概念や原理・法則を
理解し、知識を身に付
けている。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 新訂版 生物（実教出版） 

副 教 材  
 




